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生活科教育の改善に向けて
ーデューイ実験学校の理論と実践に学ぶ一
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Shinji NAKANO 
明確で具体的な目標の必要性
総合的な教科であり，直接的な経験を重視すJ;.!
る生活科は，本来的に目標が暖昧になりやすい :イ
私は 1999年4月に愛知教育大学に赴任し，この4月で7年目になります。愛知教育大学は， 20001 I 
年度に教育学部の改組を行い，全国唯一の「生活科教育講座Jを開設しました。また 2002年度からは， ! 
大学院教育学研究科(修士課程)学校教育専攻・生活科教育分野をスタートさせました。私は赴任当!j
初，社会科教育講座に所属していましたが，開設時からこの生活科教育講座に所属しています。残念ij 
ながら学部生はいませんが，昨年度初めての修了生3名を送り出しました。現在，本講座はスタッフパ
4名，大学院生 13名です。詳細については，本講座のホームページがありますので，興味のある方Ji
はご覧ください。
さて，私は，これまで主にデューイ実験学校の理論と実践から生活科や総合的な学習を研究してき !;
ました。下記，その研究の一部を紹介します。 ; 
児童の生活圏が学習の対象と場であり，身近 い
な人や社会や自然にかかわる直接経験を重視す i 
る生活科においては，特に，児童の生活の流れ， : 
意識の流れを大切にしなければなりません。そ !ー
のためには，柔軟なカリキュラム構成が不可欠 ; 
です。なぜなら 硬直したカリキュラムでは，
児童の豊かな学び，学びの連続性と発展性を保 1 
証することが困難であるからです。
1年間ではなく 2年間のスパンでカリキュラ ;:
ムの単元構成や指導計画を考えたり，子どもの t;
興味や関心，学校および、地域環境の特色に応じ
た教材を選択し開発したりするなど，各教師，
各学校の創意工夫がますます望まれ，必要とな
っています。
E 
I 柔軟なカリキュラム構成
現行の学習指導要領において，生活科の内容
は2学年にまとめて示され，これまで、の 12の内
容が8つの内容に精選されました。これは，学
校および地域の環境や児童の実態に応じた重点
的・弾力的な指導ができるようにするためです。
デューイ実験学校においても，カリキュラム，
校舎や準備，授業方法はすべて，子どもの興味
や関心，判断力，自主性，責任能力等の発達段
階を考慮して選択されました。子ども自らの直
接的な経験の中にある可能性や潜在カを絶えず
のばすことが，カリキュラムの中心的な課題で
あったのです。授業は，自分の経験と各教科の
形で分類され組織された知識をつなぐ道筋を子
ども自らが発見することへと導き，援助するた
めにありました。従って，教育内容も子どもの
学習活動も，ともに固定したものではなく，流
動的なものと考えられたのです。
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生活科教育の改善に向けて
という性質をもっています。それゆえ， r一部
1 に画一的な教育活動がみられたり，単に活動す
るだけにとどまり，知的な気付きを深めること
が十分でない状況も見られる」と教育課程審議
会の中間まとめ(平成9年 11月)において指摘
されました。また， r生活科の授業の中で，児
童にどのような資質や能力が育っているかわか
らない。 Jという声を教師からよく開きます。
中には「生活科の授業は，遊んでいるだけだか
ら楽しいのは当たり前だ。 Jという声すらあり
てお ます。
l子EJSF デューイ実験学校では，衣(織物・裁縫)
1ji 食(料理)，住(大工仕事)に関わる生活に基
iTJ本的な活動，つまり社会的オキュペーションを
:郎 通したカリキュラムの統合が試みられました。
嚇 この実践は，今日の生活科の源泉と考えられま
す。社会的オキュペーションは カリキュラム
部'を統合する手段でしたが，また子どもの直接的
な経験を科学，歴史，文学等の体系化された知
識の総体として知られる一連の事実や原則へと
仏;導き，子どもの本来的な衝動，すなわち①社会
定 的な衝動，②構成的な衝動，③探求的な衝動，
仰 ④表現的な衝動を利用して，それらを発達させ
ん る手段でもありました。
が この社会的オキュペーションと生活科を単純
朴 に比較し考察することはできませんが，その学
が 習の同質性は明らかです。従って，教師は生活
j科における児童の直接的な経験を通して発達さ
Jせるべき資質や能力を，暖昧にではなく明確に
γ しかも具体的に設定し，児童の学習活動を支
t義援・指導しなければなりません。
主E 困難や失敗は学びと成長の推
進力
児童は，困難や問題に直面し，そして試行錯
~ 誤を繰り返す中で，それらを克服，解決するこ
ネとによって成長します。また挫折や失敗から多
手くのことを学びます。
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デューイ実験学校において，教師の役割は常
に，援助すること，大きすぎる困難をあらかじ
め除いたり，細かい材料を準備したりすること
でした。しかし，教師が優しすぎないように，
過度な支援と指導にならないように配慮し工夫
されていました。というのは，適度な困難や障
害が子どもの思考や判断力を刺激し，遊びゃワ
ークが深まるからです。以下，その具体的な実
践例です。
3組 (6歳児)たちのクラスは，秋の初めに
校地の一部を 10X5フィート(3X 1.5m)測り
整地して，冬小麦を植えました。耕し方を話し
合って，ある子どもの提案で先のとがった棒を
使って，その畑はようやく小麦を蒔く用意がと
とのいました。やがて夢にまで見た収穫の時期
が来て，作物の束が運び込まれ，脱穀する準備
ができました。その植物の様々な部分とそれら
の用途について話し合い，種子が人々にとって
最も価値があるという結論にいたりました。小
麦でできた食べ物一粗く挽いた小麦で作る朝食
用食物や細かく挽いた小麦粉で作るパンやケー
キ等のリストが作られました。子どもたちは農
家の人になったつもりで，小麦を殻からはずす
手段を考えました。最初手でやってみであまり
にも遅いことがわかり，棒で打つこと，それも
へりで打つことを発見しました。工作室の教師
に疑問を持ち込んだあげく，子どもたちは棒を
二本合わせればもっと早く仕事ができると判断
しました。さらに殻竿の取手を穀物を打つ部分
の二倍にしました。次は脱穀し殻を吹いた小麦
での実験です。粉砕器で、打った小麦と細かい白
い小麦粉と比べました。粒の内部は小麦粉と同
じように柔らかく白いのですが，粗くて黄色い
のもまじっているのがわかりました。ある子ど
もが，それを取り去るためにフルイを使うこと
を提案しました。それでかなり細かくなったの
ですが，まだ黄色い部分は残っています。もっ
と細かいフルイを使いましたがうまくいきませ
， 
教育学論集第 31号 (2005年)
ん。教わってチーズ・クロスでこしました。こ
うして?すべての黄色い部分がとれてきれいな
白い小麦粉が大さじ三杯ほど残り，ケーキ作り
に使いました。
(中野真志他編著『教え合い学び合う』学
文社， 2002年， 155頁)
生活科の授業で，教師は，児童の「未熟性J
や「低学年の児童には無理だJという論拠のな
い考え方によって，親切すぎたり丁寧すぎたり
する支援・指導を行っていないで、しょうか。子
どもが失敗したり挫折したりすることをあまり
にも恐れ，挫折や失敗から学ぶことの大切さを
忘れていないで、しょうか。もちろん，失敗から
成功へ導く支援・指導のあり方，時間的なゆと
り，達成感や充実感の重要性はいうまでもあり
ません。
デューイにおいては，子どもの未熟性は，成
長する能力，成長の可能性を意味していました。
それゆえ，子どもは成長し続ける存在であると
いうことです。この子ども理解から学ぶことは
多いと思われます。
N 学校カリキュラムの全体から考
える
低学年は独立し孤立したものではなく，学校
教育制度全体において，その段階の役割と意義
が把握されなければなりません。従って，生活
科も就学前教育および、小学校・中学年段階の教
育との関連において，また，各教科と道徳や特
別活動の時間，総合的な学習の時間を含め，学
校カリキュラムの全体(隠れたカリキュラムも
含む)から考究され，改善し発展させられなけ
ればなりません。
デューイは，フレーベルから人間を自由な創
造的存在，もしjは創造的自己活動的な存在と
見る教育思想、を学び¥それを幼稚園だけでなく
学校教育全体に導入しようとしました。そして，
水平的・垂直的なカリキュラムの統合，モラル
教育をデ、ューイ実験学校において追求し，また! i: 
子どもが発明し，発見し，創造するスリルを経! l， 
験できるために，いかにして探求することを教!
えるかに強い関心がありました。従って，知的!
発達と社会的発達とカリキュラムの統合は，実 (!; 
験学校において継ぎ目なく分離されることなく :f 
アプローチされたのです。地域社会や家庭との ;i 
連携，幼小保の連携，生活科と他教科等との関 I ~:: 
連， r総合的な学習の時間Jへの接続・発展が :; 
ますます求められる生活科教育の改善におい !十
て，このようなデューイ実験学校のアプローチ 1
は示唆に富んでいると思われます。
V まず，教師から
生活科の初期には，多くの学校で生活科マッ
プや生活科暦が作成されました。しかし，今は !
ほとんど実践されていません。教師は自分の学 ;
区をどれほど知っているのでしょうか。学校ご
とにもう一度，生活科マップや生活科暦を作成 い
することを提案します。教師が協力し分担して，
季節ごとに休みを利用ながら，学区を散策して
見てはどうでしょうか。そして，気付いたこと， 'i 
疑問に思ったこと，調べてみたいと思ったこと :
をメモするのです。散策しながら，地域の人々
に声をかけ立ち話をしてみてください。新たな i
情報を集めることもでき 意外にネットワーク
が広がるでしょう?それは人間関係を築く契機 ! 
にもなります。そして，何よりも大切なことは，
それらを持ち寄って検討することです。それは
教材の共有化協同開発です。そうしなければ， -
特色のある地域教材を発見することができませ
んし，学校独自のカリキュラムを開発すること
も不可能です。
現代社会にあっては 子どもも大人も体験的 . : 
に学ぶ機会がますます少なくなりつつありま
す。いや効率を重視し過ぎるために，体験的な h j 
学び、を軽視する風潮さえ強いのではないでしょ 、
うか。生活科がそれに歯止めをかけることを自 ， iJ 
、:
• 
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生活科教育の改善に向けて
Jとして設置されたことは明らかです。
従って，まず教師自身が五官をフルに使って
I Jら体験することが大切なのです。体験を通し
7得られる喜びゃ感動があります。またその中
:了実践的な知識や能力を獲得します。生活科を
、ミ践する中で，教師自身が貴重な体験をし?そ
i;で多くのことを学んだということをよく聞き
:ミす。体験的な学びは子どもたちだけでなく，
王女師にとっても必要なのです。
この意味で，教師は子どもと共に学ぶ者，共
ヘこ真理を追究する仲間と言えるのではないでし
にうか。 これは教科の学習においても重要な観
ミと考えますが，残念ながらここで詳しく述べ
ら余裕はありません。とにかく，生活科では，
t 攻師が子どもとともに楽しむ，ともに学ぶとい
う実感を得やすいということは確かです。
b デューイが『民主主義と教育~ (1916年刊)
q~ 之おいて次のように述べています。
ν 既製の教材を提供し，それが正確に再現さ
れるのを聞くことの対案は，静粛さではな
く，活動における参加，共有である。その
ような共有された活動において，教師は学
習者であり，学習者は気づいていないが教
師である。そして， 一般的に，教授する者
とされる者の両者において，その意識が少
なければ少ないほど良いのである。
(John Dewey， Democracy and 
Education. New York: The Free 
Press， 1997， p.160J 
愛知教育大学は自然豊かだと言えば聞こえが
良いのですが，名古屋の中心地から離れ決して
便利なところではありません。自動車がなけれ
ばかなり不便です。しかし住めば都とはよく言
ったもので，ここでの生活を楽しんでいます。
近くに良い温泉がたくさんありますし，冬はス
キー場も近いです。機会があれば，ぜひ一度，
愛知(三河の地)へお越し下さい。
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